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1は じ め に
この小論は,GeorgeBernardShawの舞 台 と観客をめ ぐる諸条件を考 え
た時に生れて きた。 イギ リスの新 劇運動は,1890年代 には じまる。G.B.S.
の場合,初 期 の 作 品は 検 閲に ひ っかか って,作 品集 の 名に も あるとお り
`unpleasant'な思 いを した。 この時期の 新 しい 劇作家,新 しい演劇,新 し
い小数 の理解 あ る観客や小劇場な どに光をあて よ うと した時,法 律その もの
を調べ てみ る気にな った。 演劇 に関す る 法律 とは,1843年施行 の劇 場法で
あ る。
イギ リスでは,Tudor王朝の昔か ら,芝 居に対 す る根強い偏見が あった。
18世紀 ・19世紀 にな ると,theLordChamberlainが公序 良俗 の 維持に必
要 と認め る時 には 何時 で も,上 演 を 禁 止す ることがで きた。 イギ リス演劇
は,国 家や国民 か らの偏見 とたえず 戦い続け なければ な らなか った。だいた
い戯曲な どは,16世 紀 の昔 は,文 学 とは 考え られ て いなか ったのだ。 劇場
法 も,こ の よ うな考 え方 の産物であ る。 そ こで,イ ギ リス演劇 に大 きな影響
を与 えて きた この法律 の理解を深め ることは,少 しは意義があ るよ うに思 え
たのであ る。
日本で書かれた英米法関係の文献 は,特 に戦後 は,沢 山あ る らしい。 しか
(1)イギ リスの法律を調ぺるにあたって,東京大学法学部附属外国法文献セソター
と国立国会図書館(大滝則忠氏)と を利用させていただいた。東京教育大学の木
村実氏か ら,はじめ少 しsuggestionをいただいた。お礼を申しあげる。なお.
本稿の要点を小樽商科大学英語英文学談話会で話 した。(5December1970)
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し,1843年劇場法 とい う比較的minorな 法律についてのものはy'.ua・とん ど
ない と 言 えそ うであ る。 改正 された1968年劇場法 も,『外国 の立法』(国立
国会図書館 調査 立法考査 局)'に扱われ てい?sい。「r『奨 米法如 獣.目録 』には,
dramaticcensorshipに関す る論文 な どは見 あた らない。 検閲は,表 現 の 自
由と関係す る。最近,日 本で行われてい る研究は,主 として表現 の 自由 とわ
いせつや プライバ シー との関係であ る。小説 とか映画について,風 俗の面か
ら取上 げている。
検閲の問題 は,そ の時代 の ・その国の文化政策 と密接 に結びついている。
た とえば,『北海道新 聞』(紙令1万 号 の特集号;昭 和45年5月30日,P.5)
には,創 刊の ころの話がでてい る。 〔北海道内 の各 ブ ロック紙 を統合 して北
海道新 聞社が創立 され,昭 和17年11月1日 に第1号 がでた〕。 当時は戦時
下で,言 論統制が きび しか った。 「報道が事実であ って も本罪 を構成す る」
とい う条文 もあ った とい う。社内に も検 閲課がで きて,人 心に不安や動揺を
与 える記事は書け なか った。 「昭和新 山 も単な る自然現象 とい うよ りは不吉
の前兆 ととられ ることを 恐れ て 報 道 を チ ェック されたのではないか1と い
う。戦前の 日本にあ った 出版法な どは,表 現 の 自由 と大いに関係 していたで
あ ろ う。
日本の英文学研究者 の間では,イ ギ リスにおけ るdramaticcensorshipは
ほ とん ど問題 に され なか った。英 文学者 には,法 律がわか らない し,文 学研
究 とは直接 の関係が ない と判断 されたか らであろ う。 「英文学 史」 の授業で
も,こ の法律 はおそ らく見 落 されてい るであろ う。19世 紀 は 詩 と小 説の時
代であ ったので,時 間 の上か らも扱えない。 た とえ 「19世紀 イギ リス演劇」
とい う 特殊講 義で あっても,Pa七entThea七resの廃止にふれ る 程度 であろ
う。 また,簡 単にで も 劇場 法に 言及 した本は,斎 藤 勇 『イギ リス文学史』
(第4訂 増補版,1957年)や 『研究社英米文学史講 座』 な どで ある。
た とえば,斎 藤先生は次の よ うに書 いてい られ る:
1843年に劇場取締法が施 かれ て,当 時国立劇場 の観 があ ったCovent
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Garden及びDruryLane・以 外 に も 小 劇 場 の設 立 が 許 可 され た σr
(p..528)'【"it';一"-」t
TheatreRegulationActとい う 表 現 を,GeorgeSampsonはTheCoπo膨
Camb.'Hist.of・Eng..'Lit.(Thirded.;London,1970..p.612)で用 い た6
1891年箪oPdonに1虹dependentTheatreが出 現 す る。 こ の 劇 場 に,斎 藤
先 生 は 注 を つ け て 説 明 され る:
ifそ の 創 立 はJ .T.Grein(1862-1935)とい うAmsterdam生 まれ の 帰
化 人 の 尽 力 に よ る。 大 陸 に お け る 自 由劇 場 は 政 府 の 支 配 を 免 れ ま た 劇
作 と 演 技 と の 因 襲 か ら脱 す る こ と を 主 張 した も の で あ る が.イ ギ リ ス
、の は 検 閲 許 可 制 及 び 偏 狭 な 道 徳 並 び に 営 利 的 興 行 か ら の 独 立 を 意 味 す
る。(p.529),...
『英 米 文 学 史 講 座 』 第11巻(1961年)で は,杉 山 誠 先 生 が 劇 場 法 に つ い
て 簡 単 に ふ れ て い られ る:
し デ
ヨ ー ロ ッパ 各 国 に お け る 劇 場 経 営 の 許 可 制 度 と い うも の は,実 質 的 に
は 十 八世 紀 の 末 か ち 崩 れ ば じめ て い た が,1840年 代 に な っ て よ うや
く,法 律 的 に も そ の 制 限 は 解 除 さ れ る。(p.268)
こ の 結 果,演 劇 は 商 業 主 義 に 毒 され,starsystemが幅 を きか し,well-made
playが舞 台 を 支 配 し,theatricalismがは び こ っ た と い う。 ・こ の こ とは,イ
ギ リ ス の 場 合,19世 紀 の は じめ か ち い え た の で あ る 。 こ の 反 動 と し て 世 紀
末 に,独 立 劇 場 運 動 とか 自 由 劇 場 運 動 とか 小 劇 場 運 動 とか 近 代 劇(新 劇)運
動 な ど と呼 ば れ る 改 革 が 起 っ た の で あ る。 ▼
Dra鵬ticbensorshipに気 づ か せ て くれ た 本 は,BiblicalDramainEn81and
(London,1968)であ る。 著 者MurryRo§tonは,(1)ル ネ.ッサ ン ス 期 の
・`CensorshipandthePuritanOPPosition'(2)`Nineteenth-CenturyCen。
sorsh「IPI,'とい う2つ の 項 目を 書 い た 。 宗 教 劇 は,た え ず 検 閲 され て い た の 『
だ 二 こ、の 本 に 刺 激 され て は じめ て,IforEvansの 指 摘 の 意 味 が 分 っ たこよ う
な 気 が した 。A5hortHist.ofEOP9.Drama(Reviseded.;London,1950)
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の第1章 で,Evansは検閲法に言及 している。
イギ リス演劇史は劇作家 と戯曲だけではない,劇 場 とたえず関係 していた
のだ,とEvansはい う。 演劇が 劇場を はなれても 鑑賞できるとい う考え
は,間 違 っている。戯曲 とい うものは,読 むものではな くて,見 た り聴いた
りするものだとい う。 詩も,本 来は,声 を出して 読むものであった。 しか
し,演劇は,昔 か ら,詩 と同 じには扱われなかった。イギ リスの劇作家は,
詩人や小説家 とはちがって,劇 場 と関係 してきた。従 って,気 まぐれな検閲
法 とたえず直面 しなければならなかった。
これか ら劇場法を調べ る。は じめに,イ ギ リス演劇の検閲の歴史に簡単に
ふれて,全 体的な展望を試み る。 次に,1843年劇場法の内容を取上げる。
歴史をた どれば,劇 場法の意義がおのずか ら浮ぴあが ってくるであろう。劇
場法は,法 律の角度か ら,新劇運動の理解に役立つであろう。
ilイ ギ リスにおけ る演劇の検 閲
イギ リスで長 い期間 にわた って検 閲を受けた ものは,演 劇 だけであ る。 印
刷技術が16世 紀にな って 普 及す るにつれ て,な るほ ど,出 版 物に対 して取
締 りがお こなわれた。パ ンフレッ トな どで,宗 教や政治上の権威 がおびや か
され る ようにな ると,ま ずは じめに教会が,次 に国家が検閲 をお こな った。
た とえばElizabethIは,London,Oxford,Cambridge以外で の印刷を禁
止 した。JamesIやtheLongParliamentの時代 も反対派 の印刷 をお さえ
た。 これが1つ の動機 とな って,JohnMiltonはAreopagitica,Aspeechfcr
theLibertyofひnlicensedPrinting(1644)を書 き,Areopagusに相当す るイ
ギ リス国会に言論 の 自由を訴 えた のであった。王政復古にな って も,国 は,
印刷 業者 の人数や 印刷で きる場所 を制 限 して,印 刷業を政府 の統制 下におい
た(13&14Car.2,c.33[1660年])。この 法律は1695年に 廃止 された。
commonlawで十分 だ とい うのが,廃 止 の理 由であ った。Jowittの英法辞
典に よれば,1695年以降,新 聞 の印紙税法(1712年制 定,1855年廃止)と
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誹穀法以外には,検 閲に関す る法律はで きなか った とい う。 だか ら18世紀
になると,Defoe,Addison,Steeleなどが新 聞を発行 して,は じめて政 治を
論 じることもで きた。 現在の イギ リスで は,defamatoryなどで訴え られ る
以外には,出 版物 の事前検閲は もはや存在 しない とい う。
しか し,演 劇 は例外で あ った。芝居を上 演す る場合,い つか ら許可を必要
と したかは,は っき りしていな い。 た とえば1549年,1545年,HenryVII
(在位1485年8月22日 ～1509年4月21日)の 頃な どと 意見 が わかれ る。
第1の1549年 説は,TheOxf・CompaniontoEng・Lit・(ed.byP.Harvey.
Thirded.,Maruzenreprinted.,1960.p.876)のAppendixにある未署名
の論文 に,次 の ようにでてい る。 「16世紀の中 ごろか ら,社 会 の秩序 維持の
ため に,芝 居 の上演 にはあ る程度 の取締 りがお こなわれ ていた。個 々の戯 曲
に認可 を与え るとい うことは,何 らかの形で1549年頃か らは じまった」。第
2の説は,平 井正穂先生 が 『研 究社英米文学辞典』(昭和36年 版)に,「 演
劇 の上演は1545年以来LordChamberlainの許可を要 したが …」 と書い て
い られ る。第3は,TheOxf.CompaniontotheTheαtre(ed.byP.Hartnoll.
Thirded.;London,1967)にでてい るMissM.Elizal)eth.Barber(London)
の説 である。今 日のLordChamberlainがイギ リスの 劇場 を 監督 した り取
締 った りす る権限は,HenryVII時代 の宮廷 の下級官吏theMasterofthe
King'sRevelsの権限に まで さか のぼ ることが で きるが,法 律はJamesI
の時には じめ て 整備 された とい う。 ここでは 法制史 の検討は しない。 しか
し,だ いた い16世 紀の前半か ら 演劇だけは 検 閲を受け て きた といえそ うで
あ る。
Tudor王朝時代の演劇 の検閲は,お おざ っぱ ないい方をすれば,主 と して
教会 と国家のた めにお こなわれた。 これ は,16世 紀が 宗教改革 の 時代であ
った し,国 内で もます ます秩序 維持が必要で あったであろ うと考 える と肯け
る ような気 がす る。俳優 についていえば,比 較的大 きな町の同業組合員が宗
教劇を演 じた り,素 人が教訓劇な どに出演 した り した。貴族 高官の庇護 の下
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に あ る 劇 団 に 所 属 した り,旅 芸 人 の 晶 座 に 加 わ っ た 者 も い た 。 と こ ろ が,特
に 旅 芸 人 の 中 に は,河 原 乞 食 と 同 様 の,素 姓 の わ か ら な い,い か が わ し い 人
物 も い た ち し い 。 こ れ が 取 締 り の 対 象 と な っ た 。 た と え ば,1574年 の ロ ン
ド ン 市 会 令(TheOrderoftheCityCouncil)に は,
_Allpersonsthatbe,orutterthemselvestobe._playersof
interludesandminstrels,wanderingabroad(otherthanplayers
ofinterludesbelongingtoanyBaronoftheRealmorother
honourablepersonageofgreaterdegree)…shallbeadjudged
rogues,vagabonds,andsturdyl)eggars,andpunishedassuch.
「役者 であ るとか,自 分 は役者 であ るとい って,世 間 を渡 り歩 く者 はすべ て,
(…以外には),な らず者,浮 浪者,な まけ乞食 と判 断され て…」 とあ るとい
う。70年 代は旅館劇場がほ とん どで あった。 けんかが あ り,風 紀 もみだれ
た。芝居見物で小僧が仕事をな まけた。伝染病の巣 とな った。清教徒が,娯
楽 は罪悪であ ると して敵意を示 していた。 この ようなわけで,ロ ン ドン市当
局は演劇 をき らって,市 内で の上演 を禁 じよ うと した。 この命令 は,patron
のいない役者はすべて無 頼漢 ときめつけたのであ る。
一 方,劇 に対 して,theMasterofRevelsが目を光 らせていた。 この役
人の職務 は,且enryVIIの時代には まだ未分化で あった。その数多い仕事 の
なかに,宮 中で お こなわれ るentertainmentsをと りしまる 役 目があ った。一
芝居の内容が,国 王 に無礼な ものか,秩 序をみだす ものか ど うか と監視 しな
ければな らなか った。 この仕事が重要 である と認識 され るにつれて,権 限が
上役のLordChamberlainに移 っていったのだ,とMissBarberはい う。
幸いな ことに,ロ ン ドン市会 と違 って,ElizabethIは芝居ず きであ った。
また,JamesIも演劇を愛好 した。 この時代が世界に 自慢で きるものは,詩
劇であ る。作 品総数 は2,000ともいわれる。 しか し,当 時,戯 曲な どは,文
学作品 とは考 え られ なかった ので,乱 作 され ては使 いず てに された。 当時 の
観客 は,1600年前後の 「劇場戦争」 を 楽 しんだ ように,当 時の人物や事件
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に 対 す る言 及 を お も し ろ が っ た 。Hen7y刀7の ふ とっ た 騎 士 は 改 名 を 命 ザ ら
れ ・Falstaffにな った とい う。Shakespeζr6の劇 も.)こρ 時 代 力、ら切 り離 煙
な い 。'特 に 歴 史 劇 は,歴 史 に 名 を か りて 間 接 に 政 治 を 批 判 す る こ と も.でき
た 。 た と え ばRichard11は,こ の 種 の 戯 曲 で あ った ら しい 。1601年2月7
日,宮 内 大 臣 一 座 が,EarlofEssex一党 の た め にRichard∬ を 々10be座
で 上 演 。8日,反 乱 軍 蜂 起 。 直 ち に 鎮 圧 さ れ て,2月24日 にEssexは 処 刑
さ れ た 。1608年TheBlackfriarsの少 年 劇 団 が,Chapmanな ど の 時 局 認
刺 で つ い に 上 演 禁 止 処 分 を うけ,こ の 命 令 を 無 視 した た め に 劇 団 を 解 散 さ
せ られ た 。 上 演 許 可 や 投 獄 な ど の 権 限 は,1581年 頃 に 英 国 枢 密 院 か らthe
MasterofRevelsに与 え られ て い た ら しい 。
演 劇 の 検 閲 でmoralityが問 題 に され る の は,17世 紀 末 で あ る。16世 紀
に は 役 者 や 戯 曲 が 取 締 りを 受 け た が,内 容 の 上 で は宗 教 や 政 治 の 問 題 を と り
の ぞ く こ とに 重 点 が お か れ た 。 こ の 結 果,1605年ll月 か ら1606年5月 に
か け て の 国 会 で,``AnActtorestraintheAbusesofPlayers.Forthe
PreventingandAvoidingofthegreatAbuseoftheHolyNameofGod
inStage-Plays,Enterludes,May-Games,Shews,andsuchlike."とい う
JamesIの時 の 法 律 が 成 立 した 。 演 劇 に 対 抗 す る勢 力 は,い ぜ ん と して 清
教 徒 と 国 家 で あ った 。 しか し,CharlesIIの王 政 復 古 に な る と,反 動 が く
る 。MerryMonarchと い わ れ る だ け あ っ て,こ の 王 様 も芝 居 好 き で あ る。
MasteroftheRevelsは,いぜ ん と して 宗 教 や 政 治 へ の 言 及 に は 目を 光 ら
せ て い た が,下 品 な こ とや わ い せ つ な こ と を 見 逃 しが ち で あ っ た 。 これ も程
度 問 題 で,25年 も続 く と 国 民 の 反 発 が で て くる 。1698年JeremyCollierが
AShortVie2voftheImmoralityanaProfanenessoftheEnglishStqgeを発 表
して,Wicherley,Dryden,Congreveとい っ た 劇 作 家 達 の 下 品 な と こ ろ を 非
難 した 。 この 論 文 も1つ の 契 機 とな っ て,検 閲 官 の 関 心 が 道 徳 上 の こ と に も
向 け られ る よ うに な っ た 。
18世紀 に な る と,い よ い よLordChamberlainが表 面 セこ出 て く る。 まず
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は じめ に,1713年Anne女 王 の 時,"AnActforreducingtheLawsrelat・-
ing't6Rogues,Vagabonds,SturdyBeggarsandVagrants,illtooneAct
dfParliament;andfor毛hemoreeffectualpunishingsu6hこ一Rogues,
Vagabonds,SturdyBeggarsandVagrants,andsendingthemwhither
theyoughttobesent."が 成 立 す る 。 こ の 法 律 で は,CommonPlayersof
Interludesは`roguesandvagabonds'であ る と 考 え ら れ た 。 こ の 長 っ た
ら し い 法 律 名 か ら も わ か る よ う に,イ ギ リ ス の 法 律 は 同 じ 言 葉 を 根 気 よ く 繰
り か え す 。 高 柳 賢 三 先 生 は,「 イ ギ リ ス の 制 定 法 を 明 快 に 他 国 語 に 翻 訳 す る
こ と は 頗 る 困 難 で あ る 」(『 英 米 法 源 理 論 』 全 訂 版p.154)と い っ て い られ
る 。 一 方,1728年JohnGay'sTheBegga〆sOPevaがLincoln'sInnFields
で 上 演 さ れ た 。1736年 に は,HenryFieldingがTheHistoricalRegisterを
書 い た 。 そ れ ぞ れ,SirR◎bertWalpoleの 汚 職 政 治 を 風 刺 し た 。 こ の 結 果,
1737年の 検 閲 法 が 成 立 し て,LordChamberlainが 登 場 し て く る の で あ る 。
こ の 検 閲 法 の 正 式 の 名 称 は,`'AnActtoexplainandamendsomuch
ofanActmadeinthetwelfthYearoftheReignofQueellAnne・
intituled,AnActforre4ueingtheLaωsrelatin8toRoguas,Vagabon4s'
S伽 吻BeggarsandVa8rantsintooneActofParliament/andfcrthemore
effectualPundShingsuchRogues'Vagabonas・StwdyBeggarsandVagrants;
andSen`iingthemWhithe7thayOUghttObesent,aSrelateStOCOmmOn
PlayersofInterludes."とい う。 い わ ゆ る前 文 に は,CommonPlayersof
lnterludesにつ い てAnne女 王 の 法 律 に 多 少 の 疑 念 が 生 じた の で,と で て い
る 。1737年6月24日 か ら,1843年劇 場 法 の 第1条 に よ っ て 廃 止 され る ま で
効 力 が あ った 。 役 者 は,国 王 か ら特 許 状 ま た はLordChamberlainから許 可
を 受 け な け れ ば,aRogueandaVagabondと 見 な さ れ る こ と に な っ た 。
同 時 に,戯 曲 の 事 前 検 閲 が 義 務 ず け られ た 。
1832年に,1737年 検 閲 法 に 関 す る 下 院 の 特 別 委 員 会 が で き,こ の 勧 告 に
よ っ て1843年劇 場 法 が 成 立 す る こ とに な っ た 。
A体 裁 な ど
皿
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TheTheatresAct,1843の 内 容
(85)
こ の 法 律 の 番 号 は,6&7Vict.c.68で あ る。 これ は,「 ヴ ィ ク ト リア 女
王 の 治 世 第6年 か ら第7年 に か け て の 国 会 で 成 立 した 法 律 の 第68号 」 と い
う意 味 で あ る 。 正 式 の 名 称(full七itle)は,AnActforregulatingTheatres
と い うが,TheShortTitlesAct,1894(c.14)によ っ て 上 の 略 称(short
title)とな っ た 。 成 立 の 日付 は,1843年8月22日 。publicgeneralactで
　　ラ
あ る 。
全 文 は25条 で あ っ た 。 し か し,第1条 ・18条 ・25条 の3つ は,The
StatuteLawRevision,1874(No.2)(c.96)によ っ て 廃 止 さ れ た 。 第1条
は,い わ ゆ る 前 文 と 制 定 条 項(enactingclause)であ る 。JamesIの 時 の 法
律(3Jac,1,c.21)・GeorgeIIの 法 律(loGeo.II,c.19の 一 部 とloGeo.
II,c.28)・GeorgeIIIの法 律(28Geo.III,c.30)な ど を す べ て 廃 止 す る 。
特 にlicenceに 関 し て は 存 続 さ せ る と い う但 書(proviso)が 見 出 さ れ る 。 第
18条 は,ProceedingsbegunbeforethepassingofthisActmaybe
discontinued.につ い て で あ り,最 後 の25条 はActmaybeamended,etc.
　の
について述べた ものであ った。 この ようなわけで,こ れ ら3つ の条文を廃止
して も,劇 場 法には直接 の影響が なか った と考 え られ よ う。
劇場法 は,軍 隊や 北 アイル ラン ドには 適用 されない。 まず,陸 海空軍や
艦船で の 余興や 演芸な どは 除 外 されている。 また,地 理的にはNorthern
Irelandが除外 され る。 「適用範囲はGreatBritainだけ」(第24条)で あ
って,具 体的に いえば,England・Scotland・Wales'andBe「wick-on-Tweed
(2)Halsbury'sStatutes(ゾEn81anaVo・25・(Seconded・;London,1951),PP・19-
29.
(3)cf・田 中 英 夫 「英 米 法 の 調 べ 方 」 『ジ ュ リス ト臨 時 増 刊 号 英 米 判 例 百 選 」
(n.d.[1970年?]),PP.269-292,esp・P・275・
{4)TheStatUtesof伽UnitedKingdom('fGreatBritainandIrelanaVoLl6
(London,1843),PP.815-18・
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で あ る。
BLordChamberlain
LordChamberlainが,劇場法で も重要 な役割 を演 じる。そ こで,こ の役
人につ いて 少 し理解 を 深めてお きた い。 高柳 ・末延 両先生編 の 『英 米法辞
典』(初版第9刷,1969年)に よれば,LordChamberlain(宮内大臣)に は
.いろいろな用法があ るが,次 の2つ が重要であ る とい う:
(1)LordGreatChamberlain.…… 国王付 の 官吏で,宮 殿や 会期 中の
貴族を管理す るが,そ の主な職務は戴冠式 の式部官 をつ とめ ることであ
る。
(2)LordChamberlainoftheHousehold(King'sChamberlain).……
首相 の指名に よ り国王の任命す る官吏で,宮 内官 を監督 し,国 王の家具
その他を管理 し,併 せ て ロソ ドンの劇場を監督す る。[下線筆者]
上 の(2)は,比較的新 しい イギ リスの辞典 に も う少 しくわ しくでてい る。 少
し長いが引用 してお く:
LordChamberlainofthe且ouseholdanofficeroftheroyal
household,who,amongstotherfunctions,appointsthevarious
royaltradesmenandtheprofessionalmenwhoattendthehouse-
hold,andbytheCivilListAct,1781,s.13,hasthecareofthe
royalfurniture,picturesandplate.Heperformsnopolitical
functions,butheisnominatedbythePrimeMinisterforthe
timebeingandgoesoutofofficewiththerninistry.Bythe
TheatresAct,1843,hehasthecontroloftheatresinLondon.且eis
quitedistinctfromtheLordGreatChamberlain,theirrespective
placesintheHouseofLordsbeingfixedbythestatute1539,31
Hen.8,c.10.[Italicsadded]
EarlJowitt(ed.),TheDict・ofEng.Lazv(London,1959).
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す で に お 気 付 き の よ うに,劇 場 法 に 関 係 す る の は,LordChamberlainof
theHouseholdの方 な の で あ る。
TheLordChamberlain(劇場 法 と同 様 に,こ の 略 称 を こ れ か ら用 い る)
は,劇 場 法 で2つ の 役 割 を 果 す 。 第1は 劇 場 にlicence(許可)を 与 え る こ と
で あ り,第2は 戯 曲 を 検 閲 し て 上 演 の 許 可 を 与 え る こ とで あ る。 こ の2つ を
中 心 と して,こ れ か らTheTheatresAct,1843を調 べ て み た い 。
C劇 場の許可など
芝居を上演す る劇場はすべて,許 可を受けなければならない。人は,開 封
勅許状か,宮 内大臣か らの許可か,県 会 または特別市会またはその代表者か
らの許可かによって正当 と認め られなければ,舞 台劇の公演のために人の多
数寄 り集まる劇場や場所を所有 した り経営 した りしてはな らない。第2条 の
前段を次に引用する:
_Itshallnotbelawfulforanypersontohaveorkeepany
houseorotherplaceofpublicresortinGreatBritain,forthe
publicperformanceofstageplays,withoutauthoritybyvirtue
ofletterspatentfromherMajesty,herheirsandsuccessors,or
predecessors,orwithoutlicencefromthelordchamberlainofher
Majesty'shouseholdforthetimebeing,orfromthejusticesof
thepeaceasherein-afterprovided;
Jonesの 発 音 辞 典 最 新 版(1967年)に よ れ ば,1etterspa七entとい う語 句 で
は,[p£t(o)nt]と い う 発 音 の ほ うが よ り 普 通 で あ る と い う。 原 文 で は 治
安 判 事 と な っ て い る が,1968年 ま で はTheLocalGovernmentAct,1888
(c.41)とLocalGovernmentAct,1933(c.51)に よ っ て 前 述 の と お り に 改
正 さ れ た 。 そ れ か ら,第2条 の 後 段 に 罰 則 規 定 が く る 。 「違 反 し た 者 は,1
日 に つ き20ポ ソ ドを 越 え な い 額 の 罰 金 を 払 わ な け れ ば な ら な い 」。
theatreとかpublicperformanceに つ い て 。theatreと はstageplays
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を上演す る場所,と 考えれば よさそ うである。stageplaysの定義は後 のD
で述ぺ る。許可 を受け ていない場所 を芝居 の公演 のために貸 した者は処罰 さ
れ る(第2条)。 また,未 許可 の場所で 芝居を上演 した り上演 させた りした
者 も,1日 につ き10ポ ン ドを こえない額の罰金を 支払 わなければ な らない
(第11条)。 た とえば,仮 小屋や持ち運びので きる 芝居小屋な どは"house
orotherplace"に入 らないが,こ こで 芝居を上演すれば 第ll条 違反 にな
るとい う。次 に,performanceがpublicであるか ど うかは,事 実 の問題(a
questionoffact)にな る。 た とえば,あ る会 にだけ 公開 されていて,一 般
の人には未公開の上演で あって も,そ の会 への入会条件がゆ るやかなので誰
で も簡単に入場券 を手 に入れ ることがで きる時 には,こ の上演 は公開 され て
いる と考え てもよい とい う。
TheLordChamberlainが劇場 に 許可 を 与 える 権限 を 持 つ 地域 は,主
と してLondonで あ る。 具 体 的 に はLondon,Westminster,Finsbury・
Marylel)one,TheTowerHamlets,Lambeth,Southwark;それか らNew
Windsor,Brightonなどである。 ただ し,patenttheatresには権限がお よ
ばな い。(第3条)。1つ の許可 ごとに手数料 を必要 とす る。開場 を許可 され
た期間,別 に定 め られた 率に従 って,1暦 月(calendarmonth)につ き10
シ リングを こえない額 を 手数料 と してtheLordChamberlainに納 入 しな
ければ な らない(第4条)。 また,劇 場 の許可 は 治安判事に よって も与 え ら
れ る。(地 方 自治法に よってず っ と以前に治安判事か ら県会な どに権限が移
った ことはす でに述べ た)。先 のtheLordChamberlainの権 限のない とこ
ろで は,治 安判事が この 役割 をはた した。 許可申請が で ると21日 以内に,
治安判事は特 別会議 を ひ らかなければな らな い(第5条)。 この手数料 は,
開場期間が1暦 月につ き5シ リソグを こえない金額 で ある(第6条)。
しか し,OxfordとCambridgeの両大学 は例 外であった。 両大学 の構 内
お よび そ の近 隣地14マ イル の範囲内では,大 学総長 または副総 長の同意が
なければ,許 可が無効にな った。許 可を与 えるために同意 した規 則や条件に
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違反 した場合には,総 長は許可 を取消す こともで きた(第10条)。 ケイ ンブ
リッジ 大学 ・ケイ ンブ リッジ町 ・そ の近隣地 に つ いては,TheCambridge
UniversityandCorPorationAct,1894の第8条 に よって,こ の条文 は廃止
された。
LordChamberlainは,劇場 の閉鎖命令を出す ことがで きる。劇場 の許可
は,そ の劇場 の実 際の 責任 ある 収益管理人に 与 え られなければ な らなか っ
た。 また,こ の責任者 の住所 ・氏名を上演予告 ビラに印刷 しなければ な らな
か った。規 則を守 らなければ,違 約金を と られた(第7条)。LordChamber-
lainは,許可す ることも閉鎖 させ ることもで きた。第8条 に よれば,も しも
暴動 とか不正行為(misbehavior)が自分 の許可 した劇場 または 勅許劇場 に
起 った と思われ る時 には,LordChamberlainは,適当な期 間,許 可 を停止
した り,勅 許劇場 を閉鎖す るよ うに命 じることがで きた。許可停止 とか 閉鎖
命令 な どの 処分を受け ると,こ の劇場は 開封勅許状 とか 許 可の特権を失 っ
て,未 許可の劇場 にな って しま う。芝 居の上演はで きないのであ る。治安判
事の場合 も同様 であ る(第9条)。 治安判事は,そ の上 級役人の監督 の もと
に,許 可を与 え る特別会議で,秩 序 や風紀 を保持 し,公 演期 間を定め る規則
をつ くらなければな らない。 も しも暴動や規 則違反が認め られ ると,治 安判
事 は適当 と思われ る期間,劇 場の閉鎖を命 じるこ とがで きた。
D戯 曲の許可など
ま ず は じめ に,"stageplay"の 定 義 か ら は じ め よ う。 第23条 を 引 用 す
る:
_1孤thisActtheword"s七ageplay,,shallbetakentoinclude
everytragedy,comedy,farce,opera,burletta,interlude,melo-
drama,pantomime,orothePtentertainmentofthestage.oranypart
thereof.[Italicsadded].
た だ し,治 安 判 事 や こ れ に 代 る 権 限 を 持 つ 人 か ら許 さ れ て,地 方 の 町 の 縁 日
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や 村 の 祭 礼 な ど で お こ な わ れ る 芝 居 小 屋 や 見 世 物 で の 出 し も の に は,こ の 条
文 は 適 用 さ れ な い 。
筆 者 が イ タ リ ッ ク体 に した 語 句 は 「な ど」 に 相 当 す る の だ が,ど っ ち つ か
ず で 決 め に くい せ い か 論 争 が 多 く,解 釈 を め ぐ っ て 沢 山 の 訴 訟 が あ っ た 。 た
と え ばWiganv.Strange(1865)では,こ の 上 演 が 舞 台 劇 で あ る か ど うか
は 「程 度 の 問 題 で あ っ て,法 律 の と い う よ りは む しろ 事 実 の 問 題 で あ る ….」
とい う判 決 が で て い る。 こ の 判 例 は 日本 に い て も,TheLaωTimesRePorts
Vo1.13(1865-66)(London,pp.371-74)で読 む こ とが で き る 。 結 論 だ け で
も よ け れ ば,TheEnglishanaEmpireDigestVol.XLII(London,1929.
p.918)でも ま に あ うが,こ こで は これ 以 上 ふ れ な い 。 裁 判 ざ た に な っ た 芝
居 に は,舞 台 下 の 役 者 を,レ ソズ と鏡 を 組 合 わ せ て 舞 台 奥 の 背 景 に うつ し出
し,2人 が 舞 台 上 に 現 わ れ る だ け でstoryが 展 開 す る と い う もの も あ っ た
と い う[Dayv.Simpsol1(1869)]。ま た,衣 裳 を つ け た2人 の 間 の 言 葉 の
や り と りはastageplayに な る が,tumblingな ど は`entertainmentof
thestage'にな らな い と い う。
舞 台 劇 の 解 釈 は,時 代 に よ っ て 変 化 す る。1737年 の 法 律 で は,"any
Illterlude,Tragedy,Comedy,Opera,Play,FarceorotherEntertainment
oftheStage,oranyPartorPartstherein"とな っ て い る。1843年劇 場
法 で は,こ れ にburlettaとpantomimeがつ け 加 え られ た 。 これ らは18世
紀 後 半 か ら は や っ た も の で あ ろ う。1968年 劇 場 法 で は,"anydramatic
piece…."とい う よ うな 包 括 的 な 表 現 に か わ り,特 にballetがつ け 加 え ら
れ た 。 イ ギ リス の バ レ ー は 主 と して20世 紀 に 入 っ て か ら 発 展 した こ と を 思
い お こ せ ば,う な ず け る の で あ る 。 ま た,19世 紀 の 法 律 で はstageplayと
い っ た が,20世 紀 に な る とた だ のplayを 使 っ て い る。
第2は,戯 曲 の 事 前 検 閲 で あ る。 す べ て の 新 しい 舞 台 劇 の 脚 本 をthe
LordChamberlainに提 出 し,そ の 認 可 を 受 け な け れ ば な ら な い。 第12条
は,こ の 役 人 の 戯 曲 の 検 閲 官 と して の 役 割 に 関 係 す る。 以 下,第12条 の 全
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文 を引用す る:'』 ・'
_Onecopyofeverynewstageplay,andofeverynewact,
scene,orotherpartaddedtoanyolds七ageplay,andofevery
newprologueorepilogue,andofeverynewpartadded七 〇an
oldprologueorepilogue,intendedtobeproducedandactedfor
hireatanytheatreinGreatBritain,shallbesenttothelord
chamberlainofherMajesty'shouseholdforthetimebeing,seven
daysatleastbeforethefirstactingorpreselltingthereof,with
anaccountofthetheatrewhereandthetimewhenthesa】me
isintendedtobefirs七actedorpresented,signedbythemaster
ormanager,oroneofthemastersormanagers,ofsuchtheatre;
andduringthesaidsevendaysnopersonshallforhireactor
presentthesame,orcausethesame七 〇beactedorpresented;
andincasethelordchamberlain,eitherbeforeorafterthe
expirationof七hesaidperiodofsevendays,shaUdisallowany
play,oranyact,scene,orpartthereof,oranyprologueor
epiogue,oranypartthereof,itshallnotbeIawfulforany
persontoactorpresentthesame,orcausethesametobeacted
orpresented,contrarytosuchdisallowance,
た とえ戯曲の一部を改作 しても変更 したところがあれば,ま た,イ ギ リス
の劇場で 上演 しょうとするな らば,新 しい 脚本をtheLordChamberlain
に提出 しなければな らない。同時に,お そ くても公演の7日 前までに,上 演
期間 と劇場名を 記入 し,劇 場責任者の 署名 した書類も添えなければな らな
い。 もしも宮内大臣がこの申請を7日 以前か7日 後に却下 した時には,誰 も
この戯曲を上演 した り上演 させた りしてはな らない。 これが 第12条の主旨
である。脚本の審査には手数料が必要であるが,2ギ ニーをこえてはな らな
い。7日 とい う期間は,定 め られた手数料を宮内大臣または宮内大臣に権限
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を 委 任 さ れ た 収 入 官 吏 に 納 入 した 時 か ら 数 え る(第13条)。
TheLordChamberlainは,公 序 良 俗 を 保 つ の に 適 当 と 認 め る 時 に は 何 時
で も,芝 居 の 上 演 を 禁 止 す る こ と が で き た 。 具 体 的 に は 戯 曲 ・劇 場 ・期 間 と
い う要 素 に 分 け て,そ れ ぞ れ が 全 体 的 に 上 演 禁 止 に な る 場 合 と 部 分 的 に 上 演
禁 止 に な る 場 合 と が あ っ た 。 第14条 を 引 用 す る と,
_Itshallbelawfulforthelordchamberlainforthetimebeing,
wheneverheshallbeofopinionthatitisfittingforthepreserva-
tionofgoodmanners,decorum,orofthepublicpeace,sotodo,
toforbidtheactingorpresentinganystageplay,oranyact,
scene,orparヒthereof,oranyprologueorepilogue,oranypart
thereof,allywhereinGreatB㎡tain,orinsuchtheatresasheshall
specify,andeitherabsolutelyorforsuchtimeasheshallthink
fit.
事前検閲 の第12条 と上 演禁止の第14条 は,こ の法律 の本質を示す もので あ
ろ う。
第15条 は,第12条 後段 と 第14条 の罰則規定にな る。 事前検 閲の結果が
わか るまえに,ま た は,申 請を却下 されてか ら,こ の未許可の戯 曲を上演 し
た り 上演 させ た り した 者 はすべ て,1回 の違 反のたびに50ポ ン ドを こえな
い額 の罰金を払わ なければな らない。 また,こ の ような違 反のあ った劇場の
許可 は,無 効にな る,と でてい る。第2の 罰則であ る 「許可 の取消」 の文章
全体が,原 文では イタ リック体 にな っているので,大 いに強調 され てい ると
考 え られ よう。 しか し,こ の取消は,1925年のTheCriminalJusticeAct
の第43条 に よって 修正 された。 裁判所が,罰 金 以外 に,許 可を取消すか一一
時停止にす るかの 自由裁量権を持つ ようにな った。 とにか くこの条 文は,演
出者 ・役者 ・興行主 ・劇場 の所有者 な ど,す べ ての被許可者に対 してに らみ
を きかせた。
第16条 は,"actingforhire"の証拠 をあげ ている。条文を引用す ると,
1843年英国劇場法の内容(島村) (93)
_Ineverycaseinwhichanymoneyoroth.errewardshallbe
takiehorcharged,directlyorindirectly,orinwhichthepurchase
of包nyarticleismadeaconditionfortheadmissionofanyperson
intoanytheatretoseeanystageplay,andalsoineverycasein
whichanystageplayshallbeactedorpresentedinanyhouse,
room,orplaceinwhichdistilledorfermen七edexciseableliquor
shallbesold,everyactorthereinshallbedeemedtobeacting
forhire.
な ん らか の か た ち で 報 酬 が 支 払 わ れ る とか,品 物 を 買 わ な け れ ば 入 場 で き な
い とか,酒 類 を 売 っ て い る と こ ろ で 芝 居 が 上 演 され る場 合 な ど,役 者 は 報 酬
の た め に 演 技 して い る と考 え られ た 。
残 り の 条 文 は す べ て,手 続 な ど に 関 す る も の で あ る。 第17条 は,未 許 可
の 劇 場 だ と い っ て 訴 え られ た 時,こ の 劇 場 は 正 式 に 許 可 を 受 け て い る とい う
立 証 責 任 は,被 告 側 の 義 務 で あ る と い う。 第19条 で は,第2条 ・第11条 ・
第15条 違 反 で 課 せ られ た 罰 金 は,England(WalesとBerwick-on-Tweed
を 含 む)で はWestminsterの記 録 裁 判 所(1925年 か らtheHighCourt
andCourtofAppealへ移 る)で,GreatBritainでの 罰 金 は2人 の 治 安 判
事 の 前 で の 略 式 裁 判 に よ り取 り戻 す こ とが で きた 。 第20条 に よ っ て,小 治
安 裁 判 所 の 命 令 に 不 服 の 場 合 に は,四 季 裁 判 所 に 上 訴 す る こ とが で き た 。 第
21条 は,第2条 ・第11条 ・第15条 違 反 の 罰 金 は 王 室 の 収 入 と した 。 第22
条 は,第2条 ・第11条 ・第15条 違 反 の 訴 追 手 続 が とれ る の は,違 反 が あ っ
て か ら6暦 月 以 内 で あ る と 定 め た 。
IVお わ り に
芝居を上演す るには,少 な くとも4つ の 要素が 必要である。 劇作家 ・俳
優 ・興行主 ・観客 換言すれば戯曲 ・演技 ・興行 ・見物人である。何 も知 ら
ずに初めて観劇 した時に,役 者の演技がす ぐれていると,脚本 もす ぐれてい
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るのではないか と思 いが ちで ある。 また,こ の逆 の こともあ ろ う。 これ は,
上演 時には劇作家(脚 本)以 外に,俳 優(演 技)が どれほ ど重要であ るかを
教 えている。 俳優は脚本を 読 んで,自 分が お も しろい と 感 じた ところを,
舞 台上で表現 しなければ な らない。た とえばShakespeare'sAM=ldsummer-
Night'sDream第3幕第2場 な どは,い たず ら者 のPuckが 恋 のほれ薬 を さ
しちが えて騒動のお こる場面 だが,読 む よりも舞 台を見た方がず っ と楽 しい
のではないか。芝居には,脚 本 ばか りでな く,役 者 のお も しろ さを見 る とい
う一面 もあるのだ。一 方,興 行主や観客 も,目 の こえた高級 な人達でなけれ
ば,芝 居 も低級 にな らざるをえない。 この興行主は,興 行 の企 画や経営面を
担当す る。 ここで,劇 場 と関係 して くる。劇場法は,演 劇 の持つ いろいろな
要 素のなかで,特 に劇場 と戯 曲を取締 る ことをね らってい る。
1843年劇場 法は,約125年 もの長 い間,イ ギ リス演劇 を 統制 してきた。
イギ リスの国会制定法 は,一一般に国王の批准 の時か ら効力を発生す る。公布
しな くてもよいのだ。 実際には,貴 族院書記長が 批准 の 日付 を 付記 した時
で,こ の 日付の 翌 日か ら 法律の効力が生 じる。 だか ら,こ の劇場法は1843
年8月23日 か ら,新 しい1968年の劇場法が 女 王陛下の 裁 可を受 けた1968
年7月26日 まで効力があ った。
下院 の特別委員会 は,1853年 ・1866年・1892年と実状 を調査 して,1843
年劇場法が うま くい ってい ると報告 した,とMissBarberはい う。 は じめ
て1892年に,あ る1人 の演劇 評論 家が この法律 の検閲 に異議 を申立てた と
もい う。 当時,た とえばMaeterlinck,Ibsen,BernardShawなどの戯 曲
が,検 閲にひ っかか っていた のだ。 世紀末 もす ぎて1909年にな ると,検 閲
に関す る 上下両院の 合 同委 員会が ひ らかれ る。 劇作家達 は 検閲に反対 した
が,劇 場 関係者 のなか にはあ る程度 の検 閲に賛成 した者 もいた らしい。 この
委員会 の勧 告の1つ に,LordChamberlainは戯 曲の検閲者に と どまって,
indecencyとかoffellcetothesentimentofreligiousreverenceとか
offencetoaforeignpowerなどの戯 曲に許 可を与 えない ようにせ よとい う
1843年英国劇場法の内容(島村) (95)
勧 告 もあ った。他 の法律が整 備 され るにつれ て,特 に第2次 大 戦後に,1843
年劇場 法の 条文 の改廃が 目立つ ように なってきた。dramaticclimateも変
ってきた。 そ して,つ いに,こ の法律全体が,1968年劇場 法の第1条 ・第
19条第2項 ・附則3に よって 廃止 された。 新 しい法律は,劇 場 検閲に関す
るLordChamberlainの職務 を廃 止 した。 戯 曲につ いては,わ いせつな も
のや民族的な憎悪を刺激 しそ うな ものや治安を乱す原 因 とな る ような芝居 の
上演 を禁 じてい る。
1843年劇場法 の本質は,戯 曲を事前検 閲 して 上演禁止 の 処分がで きるこ
とにあった。TheLordChamberlainが,絶対的な権 限を持 って,劇 場 や
戯 曲に 許可 を与えた り 停止 した りす ることが で きた。 この法律が 成立 して
よか った点は,勅 許劇場 の独 占が な くな った ことで あ る。1843年までは,
legitimatedramaが,主と して,DruryLaneやCoventGardenなどの
勅許劇場で上演 されていたが,こ の制 限がな くな った。新 しい劇場 の設 立 も
可能 にな った。今 日のLondonの大多数の劇場 は,1843年か ら1870年頃ま
でに建て られた ものだ とい う。 しか し,劇 場法 は,イ ギ リス新 劇運動 に とっ
て反動的 な 法律 にな った。 た とえばGBSの 作品で いえば,MrsWarren's
Profession(1893～94年創作,1898年出版),TheSheωingUPofBlanco
Posnet(1909年創作,1911年出版),PressCuttings(1909年創作,1926年
出版)な どが,上 演禁止処分を うけてい る。最初 の 『ウォレン夫人の職業』
は,TheIndePendentThea七reのために書かれ た。 この上演禁止命令が撤
回 されたのは,1924年の ことであ った。 宗教劇 と問題 劇は,た えず検 閲 さ
れ ていたのだ。 エ リザ ベス朝 の昔か ら,ど うや ら王室 の開封勅許状 がいろい
ろな障害をの りきる切札で あった。今 日で も根 強い清教徒的偏見に対 して,
当時ElizabethIが芝 居ず きであ った のが幸 い した。 これ らの法律は,は じ
めか ら,運 用に問題があ った ように思 われ る。
本稿は,最 初 もっと大 きな ものの一 部にな るはずで あった。 しか し,調 べ
ている うちに,1843年劇場法だけを独立 させ ることにな った。GBSの 検閲
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についての考え方 や1968年劇場 法な どは,ま た別 の機会 に とりあげてみた
い。い ろいろ と考 えちが いもあ るか と思 う。 お教 えをこ う。'`
